
■分析项目
日光透射率 / 反射率定义为对于垂直入射于玻璃表面的

光束而言，透射光束（反射光束）与入射光束之比。使用
LabSolutions UV-Vis日光计算软件，根据各种标准计算了玻璃
样品测试数据。表 1显示了可测定的项目。

表 1显示了可测定的项目

对应标准 可测定项目＊ 1

ISO 9050-2003 可见光透射率 /反射率、太阳光直接透射率 /
反射率、紫外线透射率、CIE损伤率、皮肤损
伤率

JIS R3106-1998 ＊ 2 可见光透射率 /反射率、太阳辐射透射率 /反
射率

JIS K5602-2008 太阳辐射反射率、近红外反射率

JIS A5759-2016 可见光透射率 /反射率、太阳辐射透射率 /反
射率、紫外线透射率

JIS S3107-2013 可见光透射率 /反射率、太阳辐射透射率 /反
射率、紫外线透射率

GB/T 2680-1994 可见光透射比 /反射比、太阳光直接透射比、
太阳能总透射比、紫外线透射比

*1 “太阳光直接透光率 /反射率”与“日光透射率 /反射率”相同。
*2 LabSolutions UV-Vis软件的计算仅支持单板玻璃，不支持双层玻璃。

■ JIS R3106 中的透射率 / 反射率
测定

在 JIS R3106-1998 中，太阳辐射透射率 / 反射率的测定
原则上使用 300～ 2,100nm 的透射率 /反射率和加权系数进
行计算。此外，可见光透射率 /反射率的测定中，使用 380～
780nm的透射率 /反射率和加权系数进行计算。有关详细的计
算公式，请参阅应用新闻 A404A。

本次，我们准备了两种市售的透明玻璃板和镀膜玻璃板，
将积分球附件 ISR-603安装到 UV-3600i Plus上进行了测定。
图 1为测定样品的外观。此外，图 2表示测定装置的外观，表
2表示测定条件。
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岛津紫外可见分光光度计 LabSolutions UV-Vis工作站可以
添加多种数据分析功能。本文我们将介绍其中一个功能⸺日
射透射率 /反射率测定功能。
日本工业标准 JIS R3106“平板玻璃的透射率、反射率、发

射率和日射得热系数的试验方法”是测试太阳辐射透射率 /反
射率标准之一。JIS R3106中规定了平板玻璃的可见光透射率、
可见光反射率、太阳辐射透射率、太阳辐射反射率、太阳得热
系数、垂直发射率等特性指标的测定和计算方法。
本实验中，我们对两块不同平板玻璃的可见光透射率 /反

射率和太阳辐射透射率 /反射率进行了测定。
K. Maruyama
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图 1 测定样品的外观

图 2 测定装置的外观和光路图

表 2 测定条件

测定波长范围 ： 300 nm～ 2100 nm

扫描速度 ： 中速

采样间隔 ： 2.0 nm

狭缝宽度 ： (20) nm

光源切换波长 ： 310 nm

格栅切换波长 ： 720 nm

检测器切换 ： 830 nm / 1650 nm
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■测定结果
图 3、4分别表示试样测定的透射光谱和反射光谱。透明

玻璃在 350 nm以上的所有波长区域内都能很好地透射光，而
镀膜玻璃在近红外范围的透射率比透明玻璃低。此外，透明玻
璃在所有区域反射大约 10％的光，而镀膜玻璃在可见光区域具
有大约 40％的高反射率。

根据这些透射光谱和反射光谱，使用日光透射率 /反射率
测定软件计算了可见光透射率 /反射率和日光透射率 /反射率
的值。测定画面如图 5所示。

透射率的结果如表 3所示。可知与透明玻璃相比，镀膜玻
璃的可见光和太阳光透射率都很低。此外，反射率的结果如表
4所示。由此可知，相比于透明玻璃，镀膜玻璃可见光和太阳
光反射率都较高。

借助本软件，还可以判断日射透射率 /反射率是否合格。
本次以透射率为 50％以上或反射率为 5％以上作为合格标准。
本次，镀膜玻璃的日光透射率为 44.12%，不合格。不合格的
样品自动以粉红色显示，如表 3所示，一目了然。

Applicholic
acidtion 
News

分析計測事業部
グローバルアプリケーション開発センター

島津コールセンター 0120-131691
(075)813-1691

※本資料は発行時の情報に基づいて作成されており、予告なく改訂することがあります。
改訂版は下記の会員制 Web Solutions Navigator  で閲覧できます。

https://solutions.shimadzu.co.jp/solnavi/solnavi.htm

会員制情報サービス「Shim-Solutions Club」にご登録ください。

https://solutions.shimadzu.co.jp/
会員制 Web の閲覧だけでなく、いろいろな情報サービスが受けられます。

初版発行：2019 年 8 月

No. M283

サンプルの安定性の検証
胆汁酸22種類の標準品各8 μgに先述の前処理を行い、最

初の分析を行ってから20時間後に再度分析を行いました。
その時のピークの相対強度（最初の分析時のピーク強度と
の比）を表2の「20時間後のピーク面積の相対値」列に示
しました。全ての胆汁酸ピークで、70% - 120%の良好な再
現性を示しました。また、38時間後にも同様に分析を行っ
たところ、いくつかの胆汁酸ではピーク面積値が減少傾向
を示しましたが、それ以外の多くの胆汁酸では安定的に測
定が可能でした。

定量精度の確認
胆汁酸22種類の標準品各8 μgに先述の前処理を行い、ス

キャンモードにてGC-MS分析を行いました。図4にCholic
acidのピークを示します。

各胆汁酸の保持時間とマススペクトルを確認した後、胆
汁酸22種類の標準品混合物0.1, 0.5, 1.0, 5.0, 10, 50, 100, 500
ngに関して上述と同様に処理してSIM分析を行い、Cholic
acid-d5を内部標準として、内部標準法による検量線を作成
しました。検量線を図5に示します。各胆汁酸のダイナミッ
クレンジおよび直線性は表２の通りでした。一つの標準品
から複数のピークが検出された化合物に関しては、各ピー
クをカッコ付きの数字で示しました。またダイナミックレ
ンジ内の最小濃度での、n = 3における再現性も表2に示し
ました。

表 2 22胆汁酸の測定結果

図 4 Cholic acid 8 μgのマスクロマトグラム

図 5 Cholic acid の検量線

R2 = 0.9994

本文書に記載されている製品は、医薬品医療機器法に基づく医療機器として承認を受けておりません。
治療診断目的およびその手続き上での使用はできません。
GCMS-QPは、株式会社島津製作所の日本およびその他の国における商標です。
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图 3 透射光谱 

 
图 4 反射光谱

 

图 5 评估功能设定画面
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图 3 透射光谱 

 
图 4 反射光谱

 

图 5 评估功能设定画面
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表 3 透射率计算结果
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 測定結果 
測定した透過スペクトルと反射スペクトルを図 3、4 に示

します。透明なガラスは 350 nm 以上の全波長領域で光をよ
く透過していますが、サンカット加工ガラスは透明なガラス
より近赤外領域の透過率が低いことがわかります。また、透
明なガラスは全ての領域で 10％程光を反射しているのに対
して、サンカット加工されたガラスは可視光領域で 40%程度
の高い反射率を示しました。 

これらの透過スペクトルと反射スペクトルから、日射透過
率／反射率測定ソフトウェアを用いて、可視光透過率／反射
率、日射透過率／反射率の値を計算しました。設定画面を図 5
に示します。 

透過率の結果を表3に示します。透明なガラスと比べると、
サンカット加工されたガラスの透過率はいずれも低いこと
が分かりました。また、反射率の結果を表 4 に示します。こ
ちらはサンカット加工されたガラスがいずれも高い反射率
を示すことが分かりました。 

本ソフトウェアでは日射透過率／反射率の合否判定を行
うことも可能です。今回は透過率が 50%以上または反射率が
5%以上を合格基準としました。今回、サンカット加工ガラス
の日射透過率は 44.12%であり不合格となります。不合格の
サンプルは表 3 に示すように自動的に桃色で表示され、一目
でわかります。 

 
図 3 透過スペクトル 

 

 
図 4 反射スペクトル 

 
図 5 評価機能設定画面 

 
表 3 透過率計算結果 

 
 

表 4 反射率計算結果 

 
 

 まとめ 
今回は日射透過率／反射率測定ソフトウェアを用いて JIS 

R3106 に規定されている計算を行いました。LabSolutions 
UV-Vis の評価機能を用いることで、計算結果の合否判定も併
せて行うことが出来ます。 

LabSolutions は、株式会社 島津製作所の日本およびその他の国における
商標です。 
その他、本書に掲載されている会社名、製品名、サービスマーク、および
ロゴは、各社の商標および登録商標です。なお、本文中には TM、 マー
クを明記していない場合があります。 
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表 4 反射率计算结果

■结论
按照 JIS R3106 中规定的方法，使用日光透射率 / 反射

率测定软件两块玻璃样品透过率和反射率数据。通过使用
LabSolutionsUV-Vis的评估功能，可以对计算结果进行合格判
定。


